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を提案している。この手法を High Independence Selection (HIS)と名付けている。  
本章では、まず、HIS の手順について説明している。続いて、多数種類の放射化箔
およびボナーボールから BNCT 用中性子照射場の測定に適した組み合わせを決定した











それを組み込んだ多層ニューラルネットワーク (DNN)を構築する。この手法を Expert 
Training method (ET 法 )と名付けている。また、測定データを分析するために構築した
DNN を Expert Data Analyzer (EDA)、 EDA によるアンフォールディングを UEDA 













(1) 測定器の候補を複数あげる。硼酸水減速材ボナーボールを含むことが望ましい。  
(2) HIS を行う。  
(3) 選定結果をもとに EDA を構築する。  
(4) 実際の BNCT 用中性子照射場での測定によって EDA の入力として与える測定データ
を得る。  




































アンフォールディング手法 ”Unfolding with Expert Data Analyzer (UEDA)”が開発さ
れた。試験データを用いたスペクトル評価試験から、UEDA により HIS で選定し
た測定器数をさらに減らせることが示された。そして、BNCT 用中性子照射場のス
ペクトロメトリのために、HIS および UEDA を用いた新たな手順が考案された。  
 
本論文は、BNCT 用中性子照射場のエネルギースペクトロメトリにおけるボナーボー
ルを用いた手法について詳細に検討されており、学術上、実際上寄与するところが少な
くない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成２８年４月２６日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合
格と認めた。  
